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Ⅰ．はじめに

　挿し木による苗木の作成は，遺伝的性質を保持したまま植物体
を増殖できるという利点と作業の簡便さなどから広く行われてい
る（川名ほか，1986；宮田ほか，2014）。しかし，挿し木を活着
させるためには，いくつかの点で注意しなければならない。挿し
穂は発根するまで，根による土壌からの十分な水分吸収を期待で
きない。したがって，発根が可能，もしくは容易な樹種であって
も，周囲の温度や湿度など環境条件を整える必要がある（田中，
1992）。さらに，挿し木の発根には成長ホルモンであるオーキシ
ン（高橋ほか，1973）の挿し穂内での状態やタンニンなどの発根
阻害物質（大山，1962）が関わり，発根が困難な樹種もある。こ
のように挿し木は樹種や周囲の環境に左右され，より発根率を上
げるために様々な研究が行われている（森ほか，2004；大川，
2013）。
　5 - アミノレブリン酸（以下，ALA と表記）はクロロフィル
やヘモグロビンの前駆体であり（Wettstein et al., 1995），動物や
植物にとって重要な物質である。低濃度の施用では成長の促進や
非生物的ストレスに対する抵抗性の上昇が認められており，植物
成長調節剤として利用されている。例えばイネ（Oryza sativa）
やハツカダイコン（Raphanus sativua var. sativus），またトウ
モロコシ（Zea mays）の初期生育時において成長量の増加が確
認されており（堀田ほか，1997），セイヨウアブラナ（Brassica 

napus L.）では乾燥ストレス下での抗酸化システムの活性化が報
告されている（Li et al., 2011）。
　このように，ALAの施用には，植物の成長促進とストレス抵
抗性の向上が期待されるものの，発根のような組織分化への直接
的効果は薄いと考えられる。そのため，挿し木に用いた例は少な
く，未知の部分が多い。しかし，ユーカリ属数種の挿し木におい
て，ALAの定期的な葉面散布が発根率を大幅に上昇させた事例
がある（冨田正啓，私信）。本研究では，庭園木としてよく利用

される広葉樹 4種を用い，葉面散布等よりも簡便な挿し穂への
ALA溶液の前処理が挿し木の発根に及ぼす影響について検討し
た。

Ⅱ．材料と方法

　供試木には九州大学箱崎キャンパスに植栽されている，ニシキ
ギ（Euonymus alatus），マサキ（Euonymus japonicus），チリ
メンガシ（Quercus phillyreoides A. Gray f. crispa），ヤブツバ
キ（Camellia japonica）の 4種を使用し，それぞれ 1個体ずつ
を親木とした（表－ 1）。ニシキギ，マサキおよびチリメンガシ
は株立ち，ヤブツバキは単木状だった。ニシキギとマサキは地際
近くまで葉が着生し，チリメンガシとヤブツバキの樹冠最下部の
高さは 1 . 5 m ほどだった。サンプル採取と前処理，そして挿し
つけは「梅雨挿し」として 2015 年 6 月 18 日から 6月 29 日の間
に行った。挿し穂の作成にあたって，各樹種から当年に伸長した
シュートを選び，少なくとも 3～4つの芽を残すようにし 5 cm
～20 cm 程度の長さとした。挿し穂に対しては 0 . 005 ％および
0 . 001 ％の ALA水溶液と対照区として蒸留水を用意し，これら
の溶液を 3時間もしくは一晩吸水させた。なお，前処理の時間と
ALA溶液の濃度差は結果のとりまとめにあたって考慮しなかっ
た。各樹種の挿し穂の半数には，植栽の直前に切り口に粉末のイ
ンドール酪酸（オキシベロン，IBA）を付着させたのちに挿し床
に植栽した。各樹種の処理条件ごとのサンプル数を表－ 1に示す。
　九州大学農学部貝塚圃場内において，高さ 28 cm，幅 60 cm，
奥行き 27 cm のプランターの底部に中粒の赤玉土を入れ，その
倍量の小粒赤玉土を上部に敷いて挿し床とした。挿し床の全体を
寒冷紗で覆うことで，相対照度を 40 ％程度とした。挿し穂に対
しては，切り口に 2度の切り返しを行った。また，葉を 2～3枚
に減らし，さらにいずれの葉も半分に切断して蒸散を抑制した。
灌水は毎日，朝と夕に 1回ずつそれぞれ 5分間行った。
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　植栽からおよそ 3か月後，2015 年 9 月 16 日から 18 日の間に
掘り取り調査を行った。根を切り取らないように移植ごてで挿し
穂を掘り取り，目視で発根数を確認した。その後，Fisher の正
確確率検定を用い，種ごとのALAのみ処理（以下，ALA処理）
とその他の処理との発根率の差を検定した。

Ⅲ．結果と考察

　各樹種の処理条件ごとの発根率を表－ 2に示した。蒸留水処理
では，ニシキギは 73 . 7 %，マサキは 100 . 0 % と高い発根率を示
した。チリメンガシとヤブツバキの蒸留水処理では 0 %と発根
が見られなかった。この結果から，ニシキギとマサキは発根能力
が高く，これに比べてチリメンガシやヤブツバキは発根能力が低
かったということが分かった。ツバキ類は一般的に発根が容易も
しくは可能と言われているが（森下・大山，1972），本研究では，
挿し穂を採取した位置が樹冠下部で日当たりがあまり良くなかっ
たこと（高柳，2005）や親木の齢が高かったこと（川名ほか，
1986）などの要因で発根率が低かったと考えられる。
　ALA処理では，ニシキギは 100 . 0 %，マサキは 95 . 2 % の発
根率だった。一方で，チリメンガシとヤブツバキのALA処理で
はいずれも，0 %で発根率に変化はなかった。発根能力が高かっ
たニシキギでは蒸留水処理の発根率よりも有意に高く（表－ 2），
マサキにおいても蒸留水処理と同水準の発根率が確認された。し
かし，発根率が低かったチリメンガシおよびヤブツバキでは発根
の促進は認められなかった。このことから，挿し穂に対する
ALA溶液の前処理の効果は樹種によって異なり，発根能力の高
い樹種において，促進効果を有する可能性がある。しかし，どの
程度の発根能力があれば，挿し穂に対するALAの発根促進効果
が発揮されるのかは本報告の結果からは明らかにできなかった。
今後は発根能力が中程度の樹種や，同樹種内で発根能力に差があ
る挿し穂を用いて，発根能力とALAによる発根の促進の関係を
明らかにしていく必要がある。
　種内での処理条件による差については，ニシキギではALA処
理が全条件の中で最も高い値を示した。次いで IBA 処理
（90 . 0 %），ALA+IBA 処理（87 . 5 %）の順であった。蒸留水処

理で発根率は最も低く，ALA処理との間に有意な差が確認され
た（表－ 2）。マサキは全処理で 90 ％以上の高い発根率であり，
処理による有意な差は認められなかった。これらの結果から，ニ
シキギとマサキの挿し穂へのALA溶液前処理は発根を阻害する
ものではないと言える。
　チリメンガシでは，IBA処理で最も高い発根率（33 . 3 %）を
示し，ALA+IBA 処理では 23 . 1 % にとどまった。このように，
チリメンガシの挿し穂にALA溶液の前処理を行っても，発根の
促進は認められなかった。ヤブツバキでは，ALA+IBA 処理で，
1本（7 . 7 ％）が発根したのみで他の処理では発根は確認されな
かった。前述したように挿し穂の採取位置の問題もあるが，ヤブ
ツバキは「梅雨挿し」には不向きな樹種の可能性があげられた。
　チリメンガシの発根率においては，処理条件による有意な差は
確認されなかったものの，IBA処理に対し，ALA+IBA 処理の
発根率は低い値となった。また，ニシキギ，マサキにおいても大
きな差ではないが，IBA処理に対してALA+IBA 処理で低い値
となった。以上よりALAと IBAを同時に処理した場合，ALA
が IBAによる発根の促進を低下させる可能性が示唆された。し
かしながら，現段階ではALAが IBA の効果に及ぼす影響やメ
カニズムは不明瞭であり，ALAと IBAの相互作用について更な
る検討が必要と考えられた。

Ⅳ．まとめ

　広葉樹挿し木の発根に対するALAの効果は，樹種ごとの発根
能力の差によって異なると考えられた。発根能力が高い樹種では，
悪影響を及ぼさず，発根の促進も認められた。また，IBAと同
時に処理した場合，何らかの相互作用が生じる可能性が示唆され
た。一方，発根能力が低い樹種では，発根の促進は確認できな
かった。このように，限定的ではあるもののALAの発根促進剤
としての可能性が認められた。しかしながら，挿し木の発根に対
するALAの効果に関する研究は少なく，樹種間での効果の差や
発根の状況，あるいは処理の方法による差異など更なる研究の積
み重ねが必要と考えられる。

表－1．前処理の条件と樹種ごとのサンプル数および親木のサイズ

ALA処理 IBA処理 ALA+IBA処理 蒸留水処理 合計
サンプル数

樹高
(m)

地際直径
(㎝ )

挿し穂採取高
(m)

ニシキギ 28 20 32 19 99 2.30 20.1 1.50
マサキ 21 12 23 14 70 8.10 22.2 1.30

チリメンガシ 22 12 26 11 71 6.03 33.9 2.10
ヤブツバキ 11  6 13  6 36 4.70 21.1 1.80

表－2．処理条件ごとの各樹種の発根率（%）
ALA処理 IBA処理 ALA+IBA処理 蒸留水処理

ニシキギ 100.0 90.0 87.5  73.7**
マサキ  95.2 91.7 91.3 100.0

チリメンガシ   0.0 33.3* 23.1*   0.0
ヤブツバキ   0.0  0.0  7.7   0.0

Fisher の正確確率検定を用い，同樹種内でALA処理とその他の処理の発根率を比較した（*：p<0.05，**：p<0.01）
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